13、コレクションの形成と評価

１、コレクションというもの

「蔵書」と「コレクション」

  図書館において、コレクションというときには、大きくふたつの意味内容をもって用いられている。第１は、その図書館が所蔵している資料群の全体をいう場合、第２には、特定の主題および資料の収集経緯･資料の種類など、ある共通した特性をもったひとまとまりの資料群をいう場合である。

また、これらを意味する言葉のうち、図書を中心に考えた場合には、これまで、「蔵書」という表現がなされてきた。ただ近年、図書館の収集する媒体が多様化し、古典籍を含む図書や地図･楽譜･絵葉書などの印刷媒体だけでなく、ビデオや映画フィルムなど視聴覚資料、CDやCD-ROMなど電子出版物までをもふくめて考えると、「蔵書」というより、「コレクション」という表現のほうがより適切であるかもしれない。しかしながら、これら非図書資料を含めて蔵書と称されることが多く、また、とりわけ個人の遺した蔵書が図書館に寄贈されて形成された特殊コレクションなどの場合などは、その内容としては図書を中心としたケースが大半で、用語としては曖昧なままであるが、この「蔵書」という表現もなかなか捨て難いものがある。

この項では、「資料特論」という性格から、主として後者のコレクション（特殊コレクション）について述べていくが、各図書館全体の蔵書構築やサービスの指針などを考慮にいれると、この両義については共通性もあり、まずもって、前者の、所蔵資料全体について、その意義を述べ、その後に、いわゆる特殊コレクションの問題に入っていきたいと考えている。

図版１ 図書の所蔵遍歴－「満洲」から戦後の中国、そして京都の古書店へ
①満鉄長春図書館、Mのラベルは改称された新京図書館のもの、②南満洲鉄道株式会社図書印、③戦後の吉林省立長春図書館、④解放軍側の東北財政経済委員会調査統計處図書之印、⑤（東北図書館から配分された）中国人民大学図書館。この本が1998年夏の下鴨神社糺の森古書市に出品された。

図版２ 『示蒙抄』の所蔵者遍歴

江戸時代の蔵書家屋代弘賢「不忍文庫」から阿波国蜂須賀氏「阿波国文庫」、それを大阪の古書店鹿田松雲堂を経由して大阪府立図書館の蔵本へ。

図書館のコレクション

  図書館のコレクションというものを、所蔵資料全体ととらえた場合にあっては、たとえそれがどんなに小規模の図書館や資料室であろうと、図書館が、資料を集積するプロセスを踏んでいる以上、その図書館で集積された資料群は、あるコレクションをなしている、といってよい。つまり、「コレクションの形成」とは、決して大規模の図書館に固有の、巨大な資料群とか、いわゆる「特殊コレクション」というわけではなく、小規模の図書館にとっても、現有の資料群は、結果的には、すでにあるコレクションを形成しているのだ、という自覚を持つことは大切なことである。

蔵書構成、蔵書構築

  もうすこしこの点について考えてみよう。コレクションと関連した用語として、蔵書構成（collection development）、蔵書構築（collection building）というものがある。これら訳語が、その原義に対して、ダイナミックな動向を意味した適切なものであるかどうかはさておき、それらはおおよそ次のようなことである。つまり、図書館はその図書館ごとのサービスを展開しているわけだが、それは、資料収集方針の策定やそれに基づく資料選択･資料収集、さらには蔵書の評価に基づく資料の更新や除籍、保存資料の確定にいたる総過程である。個々の図書館員が、これらの用語の意義や活動のプロセスを強く意識しているか否かは別として、図書館はこのプロセスを追って日々、蔵書を蓄積し、蔵書を構成しつつ活動を展開しているというわけである。つまり、大･小といった図書館の規模を問わず、資料を収集し図書館サービスを展開している以上、蔵書を構成し、蔵書を発展させて図書館活動を行なう、という意味での、「コレクションの形成」という概念に想いを致すことは不可避であるといわねばならない。

コレクション論議の多義性

  コレクションを、蔵書の構築プロセスと考えた場合でも、そこで検討しなくてはならない要素は、多義にわたる。公共図書館のコレクションだけを例にとっても、その図書館の属する地方自治体やサービス圏の利用実態の把握、サービス指針策定や収集資料の種類･収集方法の検討、また資料として生産される広義での「出版営為」の把握や収集方針の策定、予算獲得方策、さらには、資料保存や分担まで視野に入れた蔵書管理等々、その論議は果てしなく続く。

  これらの検討については、司書課程科目に目をやっても、「図書館概論」「図書館サービス論」「図書館資料論」などと無縁ではない。とりわけこれは、「図書館資料論」と競合する領域でもあり、これらをここで概括的に述べて見ても、平板な叙述に終始してしまいそうである。そこで、本書が、「資料特論」の教科書である、ということを念頭に、ここでは、図書館の蔵書全体の構築という意味でのコレクションの形成にも共通する認識を示したうえで、いわゆる特殊コレクションについての形成と評価について、述べていきたいと考える。

購入と寄贈

資料を収集し、蔵書を構築していく、あるいは、コレクションを形成するといった場合でも、その方法は大きく分けて、購入によるものと寄贈によるもの、そして寄託というケースもある。資料収集についてここで詳説するいとまはないが、寄贈による資料収集について少し述べておきたい。もちろんまとまった資料の寄贈を受けて、特別文庫を設けるというケースもあるのだが、これらのことは後述するとして、寄贈資料を蔵書に繰り入れていく場合について心にとめておきたいことがある。

なお、寄託というのは、個人や団体の持つコレクションを図書館や博物館などに保管と管理を委託することで、コレクションの所有権は図書館などに移転せず、一定期間を経て返還される場合もある。通常、公開はされるが、制限をつけるケースが多く、寄託に関しては、トラブルのないように、双方でよく協議を行なう必要がある。

さて、寄贈資料の受け入れについては、寄贈依頼をして蔵書化する場合と、先方からの自発的な申し出による寄贈資料を既存の蔵書のなかに組みこんでいく場合とがある。それは、どちらのケースにあっても、選択と蔵書化という意味からすれば、主体的で意識的な行為である。そしてまた、寄贈の多くの場合、その図書館の蔵書のバランスなどから考えて、幾分なりとも、既存の蔵書から突出しまた違和を持つ資料の受け入れ、という局面に立つことがある。それゆえ、寄贈というと、とりわけ小規模図書館にあっては、いささか敬遠気味、といったところが実情ではあるまいか。

しかしながら、この局面は、自館のコレクションを再認識し、如何なる蔵書群を構築していくか、といった意識を呼び起こす好機であるともいえる。また、時に、幾年か経たのちに蔵書を評価したとき、それら資料について、纏わりついたなにがしかの「来歴」とも言えるものが話題になることだってある。

図版3  『フランス百科全書』献辞
図版

オランダ商館長レーデが大坂の住友銅吹所を見学した際、住友（泉屋）に贈呈した折の献辞でありレーデのサインがある。

図版４  住友吉左衛門からの寄贈願書
レーデが住友に贈呈したこの書物は、大阪図書館の開館時、開館祝いというわけであろうか図書館に寄贈され、それは現在大阪府立中之島図書館の蔵本となっている。

通常のルーティーンワークにあっては、その度合いは小さいが、小規模な寄贈であっても、申し出による寄贈については、このことは充分意識しておいたほうがよいと思う。資料の利用実態などから考えると、寄贈資料は、過小評価されがちであるが、遺族からの申し出による資料の寄贈など、時として図書館にとっても貴重なものであったり、コレクションとしてあらたな展開をもたらす可能性があったりもする。そんな場合、その「来歴」を心に留め、語り継ぐ、ということは図書館員にとって、責務であるといってよく、図書館員の力量を発揮しうる場面であるといっても過言ではない。とりわけ、既存の蔵書に混排され蔵書のなかに埋め込まれた場合はとくにそうである。

資料の収集とコレクション

  そしてまた、現今のように、コンピュータによる総合目録という概念が一般化し、各館の所在情報が一目で確認できるという状況下にあっては、他に類例をみない自館特有の資料群を持つということもまた意義深いことであるといわねばならない。

他館に未所蔵の資料をことさら収集することを推奨するわけでは決してないが、ネット化時代の総合目録に所在情報が登載されるという事実は、地方の図書館や小規模の図書館にあっても、充分個性的で特色ある図書館のコレクションを構築しその有効な利用を可能にした、といってよいだろう。つまり、中央の図書館や大規模図書館に対して、資料的にも、情報上にあっても、充分〈拮抗〉していくことができる可能性を担保したのだ、ということは充分認識しておくべきである。

とりわけ、「地域資料」「郷土資料」といわれるものに関しては、その地域特有の図書館コレクションを形成していく上で大きな力を発揮することが可能である。もちろん、納本図書館である国立国会図書館が、すべての資料を収蔵する義務と責任を負っているわけであるが、そうであるとしても、やはり、地域に根ざした活動の報告資料までは、目が行き届かないというのが実情である。それゆえ、郷土資料群の形成を念頭においた収集とその目録化については、地域の図書館にあってこそ、充分本領を発揮しうる活動であると考えてよい。

いささか大仰ながら、収集と保存、情報の標準化、資料の流通と入手といった、IFLAで取り上げられたコアプログラム、およびそれらを裏打ちする「資料の共同資源化」といった理念が、こうした局面において、ささやかながらも実現化していく、ということは記憶しておいてよいことだと考える。もちろんそのためには、他に所蔵がなく資料データが未作成である場合、自館MARCの作成など、手間と費用のかかることとなるわけだが、資料の共有資源、世界の記憶、といったプログラムの一翼を担っている、と考えて、活動を展開していくべきであろう。このように、コレクションという概念には、図書館にとっても、図書館員にとっても、その規模にかかわらず、他館と伍して協力しあい、たがいに力量を発揮しつつ競い合いまた共生して行くことができる展望がふくまれているわけである。

  そうした基本的な視点を確認したうえで、ここでは、先の定義のうち、主として特定の主題やある収集経緯をもったひとまとまりの資料群について、述べていきたいと思う。

２、特殊コレクション

コレクション総覧

  総論をあれこれと述べていくより、具体的な事例から説明するほうがわかりやすいかもしれない。ここでまず、わが国の大学図書館や公共図書館、資料室などが所蔵するコレクションを一覧できる総覧の類をあげて内容を確認してみる。なお、ここにあげたものは、コレクションを総覧できるもののみである。これら以外にも、各専門領域のコレクション一覧や、地域ごとの一覧、さらには、専門機関総覧や類縁機関総覧、図書館案内などにもコレクションが紹介されている場合もあるが、ここでは省略する。

『全国特殊コレクション要覧』 改訂版 国立国会図書館参考書誌部編 国立国会図書館 1977.1

「1956年10月現在」の改訂版で77年版。調査時期はふるいが、要を得た調査で、簡潔な記載ながらも、いまでも充分利用価値がある。旧版の調査を基礎として、目録や紹介記事を調べ、担当職員が図書館などを訪問しまた地域的会合で協力を依頼して実態を把握した。そしてこうした調査をもとに各府県県立図書館に送付し訂正補訂を依頼して完成させたものである。どの印刷媒体の総覧にあっても、その後の目録刊行や文庫の移管など、異動は不可避であり、タイムラグは宿命でもある。それゆえ、実際に調査や訪問に出かける場合は、事前の照会は不可欠である。ことを確認したうえで評価しても、この総覧は信頼できるものとなっている。

  例をあげてみる。大阪府立中之島図書館の、「朝日新聞文庫」と「石崎文庫」である。

図版5  朝日新聞文庫と石崎文庫、および中之島図書館書庫

これらの項目は凡例によると、①収集･旧蔵者およびその略歴、②利用上の制限の有無、③冊子目録の有無、④収集が継続中か否か、⑤紹介文献、⑥その他の事項、となっている。図書館が調査し作成した項目の内容としてはこれで必要かつ充分であろう。

そして、ここで注目しておきたいコレクションの要素は、「旧蔵者およびその略歴」と、「コレクションの紹介文献」である。もちろん、冊子目録などが作成されている場合などは、その「序」なり「凡例」なりに掲載されている。ここに例示した文庫は、いずれも、目録が作成されているわけであるが、なおかつ、図書館報『なにわづ』の紙面で、その概要も紹介されている。図書館員としての責務が果されているというべきであろう。そしてこうした自館所蔵コレクションの紹介記事は、まとめられて中之島図書館の持つ特殊コレクションの概説として、カウンターバックの補助ツールズとして配架されている。

その他の総覧

『全国図書館案内』 上･下･補遺改訂新版 書誌研究懇話会編 三一書房 1990.9 

全国の大学図書館および県立図書館を中心に公立図書館、さらに各種資料機関、一部博物館のうちから、特別な資料や個人コレクションを紹介したもので、1979年に刊行されたものの増補新版である。これら機関の、住所や交通機関･開館時間などが記載されてあり便利である。ただ、現時点では、もちろん変更も生じているわけで、実際訪問する場合は直接照会する必要があることはいうまでもない。各文庫に関して簡単な説明があり目録類の有無や文庫紹介記事も掲出されていてよく行き届いている。ただ、ここには一部博物館･美術館が掲載されてはいるが、これら博物館や美術館資料室の所蔵資料は重宝なもので、公共図書館に所蔵のあまりない展覧会図録や、さらに古典籍･一枚刷物など、図書館資料と重複するものを所蔵して場合も多く、図書館と協力･競合できる調査･閲覧機関として、所蔵資料や利用･公開実態を明らめること、これは図書館界にあっても大きな課題といえよう。

『公共図書館の特別コレクション所蔵調査報告書』 日本図書館協会編 日本図書館協会 1997.3 

全国の公共図書館が所蔵する、古文書･古記録や、寄贈者らの好意により寄贈された近現代の幅広い資料、さらに行政の意思によって「文庫」「コーナー」の名前がつけられた資料群について、それら図書館の取り組みを紹介し相互利用をはかることを目的として、日本図書館協会図書館調査委員会がアンケート調査を行なった結果の報告書である。内容は、308館735コレクションであり、編集者は、なるべく収録範囲をゆるやかにとらえて、多くの回答を期待したが、まだまだ控えめで、遠慮されているのではないか、と述べている。実際に出向いて調査をしたわけではないので、文庫のとらえかたにばらつきがあるが、こうした試みは、図書館の今後の活動にとって有意義なものであるといってよいだろう。

その他、文庫の訪問記や古文書など歴史資料関連のものとしては、以下のものがある。

『ふみくら 日本の文庫案内』 朝日新聞学芸部編 出版ニュース社 1979.6  

『文庫へのみち 郷土の文学記念館』[正]･続 小田切進 東京新聞出版局 1981.4,12

『歴史資料保存機関総覧』「東日本」「西日本」 増補改訂版 地方史研究協議会編 山川出版社 1990.10
形成過程からみた特殊コレクション

それでは、公立図書館の特殊コレクション総覧である『公共図書館の特別コレクション所蔵調査報告書』に掲載されているもののうち、近畿の図書館のコレクションを例にあげながら、その形成過程の種類をうかがってみることにする。

  まず、旧藩や藩校･藩士、また明治時代の教育会などの資料を継承したり、寄贈を受けたものである。たとえば、彦根市立図書館の、藩校から引き継いだ「彦根藩弘道館蔵書」678冊は滋賀県庁経由で移管され目録も出されている。また酒井家伝来の茶道関係史料である姫路市立城内文庫148点これも姫路文庫目録を刊行している。またこれに近いコレクションとして、市史･県史編纂の過程で収集した資料を収蔵したりその編纂者が寄贈したケースもある。

  つぎは、その地域の出身者など地域ゆかりの学者や文学者の所蔵資料を、没後遺族が寄贈されて形成されるコレクションで、これは最も典型的なコレクション形成のケースである。たとえば、湖東町立図書館の「西堀栄三郎文庫」約2,000冊（『西堀栄三郎文庫』目録も刊行）、茨木市立中央図書館併設富士正晴記念館の「富士正晴資料」約8万点（寄託、『富士正晴資料目録 資料整理報告書』を刊行）などである。富士正晴資料に関しては、『報告書』第1集「同人雑誌目録」をはじめ11集まで関連の目録を刊行しているが、こうした営為も同図書館の見識の高さの表明であるといってよいだろう。また、地域ゆかりの学者や文学者からの寄贈というわけでなくても、その関連資料を収集し顕彰しているケースもある。尼崎市立中央図書館の「近松門左衛門関係図書」946冊および文楽人形･ポスター･パネル、のように、郷土ゆかりの作家の資料を収集してコーナーを設けているところも多い。

  さらに、地域在住民や地理的な特性などからコレクションを設けているところもある。区の人口の4分の1が韓国･朝鮮人であることからハングル図書1,200冊をふくむ3,400冊を収集した大阪市立生野図書館「韓国･朝鮮図書コレクションコーナー」、約2,700冊におよぶ「万葉集文庫」を設置した奈良県立橿原図書館（『万葉文庫蔵書目録』刊行）、琵琶湖汚染問題解決のために収集を開始した滋賀県立図書館「水資料」約25,000点など。また、1927年3月7日に発生した丹後大震災の記録資料を収集し、毎年3月には震災記念展を開催している峰山町立図書館などの活動も貴重である。友好都市として交流する上海市長寧区から送付された歴史･風物･料理･健康関連資料374冊を持っている枚方市立枚方図書館などもある。 

ここまで、代表的な特殊コレクションの形成についてみてきたが、そうしてみると、コレクション形成過程というのも、旧藩資料などといった歴史的な来歴を持ったものや、学者･作家の遺蔵書の受け入れといった、資料の種別もさまざまで比較的大きな受贈のケースもあるわけであるが、地域の特性や産物、地理的条件や歴史事象、またを姉妹都市契約などを契機に関連資料を収集し始めた図書館も存在している。そしてまた、ここ掲載されてなくても、さらにこのように文庫と銘打たなくても、その所在地域の産業や祭礼などの年中行事、名所旧跡などに関して意識的に資料収集を行なっている図書館も数多く存在しているであろう。そしてそのことが、その図書館のコレクションの層を豊かにし、裾野を大きく広げているといってもよいと考える。

3、コレクションの管理と評価

コレクションの保存

  資料の保存といった場合、その概念は広範である。資料収集にあたって、いくつかの館と分担収集･分担保存といった協約を結んでいる場合は当然であるが、府県立図書館や市町村図書館の間には、明文化されていなくても、その役割分担の考えが行き渡ってきた。とりわけ、近年では、府県立図書館が、府内･県内図書館の所在情報を横断的に検索する総合目録を提供したり、協力貸出（ILL）や協力車･配本手段など環境が整ってきており、資料を共有資源として有効に活用しようと考えられるようになってきた。

  こうした、資料の共有資源という思想は有用であり貴重なものであるが、町村図書館側が逆に、自館のコレクションをいかに形成するか、といった視点を欠落させて、未所蔵資料を他館からの協力貸出で終わらせてしまう、という方向に行ってしまわないように注意をはらう必要がある。資料を共有資源として活用するということは、とりもなおさず、規模を問わず、各図書館が、収集資料や保存の面で、その力量に応じて力を出し合うということが前提であり、応分の貢献を行なうという姿勢は堅持したいものである。IFLAのコアプログラムも、そうした精神に裏打ちされていたわけであり、また小規模図書館にあっても、資料的な面で、他館に拮抗しうる、そのような外的環境は整ってきている。特殊コレクションの形成にはそうした可能性を持っている、といってよい。

書庫

  収集と保存、といった理念を提出したついでに、もうひとつ、書庫という物理的な施設について触れておく。小規模図書館にあっては、資料の保存や書庫といった概念はあまり念頭にないかもしれない。それどころか、開架書架に溢れる資料を整理しながら除籍の作業に追われている、というのが実情であろう。また暫定的な収蔵スペースはあっても、保存と銘打った書庫を持っていない図書館も数多く存在しているかもしれない。しかしながら、いまここで述べてきたように、資料を保存するということは決して小規模図書館とは無縁の考えではない。なにもかも残すということではなく、自館のコレクションを形成していくという理念と戦略にたって、「保存する」ということも、活動のプログラムにいれるべきであると思う。方法はいくつかあると思うが、そうした保存のための書庫スペースの設置はやはり不可避であるといわねばならない。

  書庫を持つ、というといかにも、旧来の保守的な図書館思想に聞こえることであろう。ただ、ネット社会となり、OPACとしてオンライン目録が公開され、総合目録が整備され、ILLといわれる協力貸出が恒常化する社会が到来したからこそ、資料保存や資料の共有資源といったプログラムの一翼を個別の図書館が担うということは責務であり、またそのことは、図書館にとっても図書館員にとっても、ある可能性を提示していくひとつの方法であるといえるのである。

コレクションの維持

さて、地域出身の学者や文学者から蔵書を寄贈されて形成した特殊コレクションの場合などは、資料群が文庫としてあるまとまりを持ち、別配架となっている場合が多い。そしてその文庫を補充していくために資料を追加受け入れすることは原則としてない。コレクションとしてのまとまりが重視されるからである。ただ、もちろん図書館全体の蔵書として、そのコレクションの周辺資料や裾野となる資料の充実は計られていかねばならない。また、地域に根ざしたコレクションなどを保持し、維持発展させていくには、寄贈や購入ともども、関連資料を豊かに展開するべく、コレクションのための収集をおこなっていくのは当然である。

ここで、資料の購入といった場合、出版の一次流通からはずれた、いわゆる古書の購入について述べておきたい。図書館での資料の購入は、通常新刊図書や出版流通上の資料を意味している。だが、利用者からの資料要求をふくめて、コレクションを充実させていくためには、通常の書店ルートに乗らない資料や二次流通である古書店などからの購入も念頭においておくべきである。購入書類の作成や価格評価など、手間と困難は多く存在しているが、近年のように、早い時期に図書が品切･絶版となる出版事情にあってはなおさらである。また、古書目録をながめてみることも資料を熟知するためによい勉強になる。古書目録によらなくても、最近は古書検索のエンジンも充実してきている。図書館や図書館員が、自館のコレクションに責任を持ち、主体性的に関わっていくためにも、こうした日々の努力により、資料に通暁していくことはますます必要となってくるであろう。

展示と広報

資料を保存、つまり資料を後世の人々に残す、ということにはそれ自体に充分価値がある。ただ、資料保存というと、図書館活動の面からはどうしても消極的な響き持たされてしまっている。しかしながら決してそうではない。資料は利用されるために保存する、という面ももっている。資料にあっても、人々に閲覧され利用されてこそ、その本来の使命と望みを達することができるというものだ。近年では、「利用のための資料保存」、といわれたりするが、とりわけ特殊コレクションについては、いろんな機会を捕まえて、広く紹介していく必要があるだろう。そのためには、印刷目録やネット上でのOPACなどにより目録情報を公開していくということの他に、展示や図書館報などを使って広報に努める必要がある。

先の、丹後大地震を機に地震資料の集積を図っている峰山町立図書館の峰山町では、毎年、震災関連の展示を行なっているとあったが、こうした展示などは、収集されて集積され保存されている図書館資料を広く紹介するという意味でも、大切な活動である。そしてまた、図書館員が、それらを企画したり企画に参加し資料面で援助を行なったりする、という作業は、実に骨が折れる仕事ではあるが、自身の図書館が所蔵している資料を熟知する好い機会でもあり、また、それらが収集保存されてきた来歴などを知ることもでき、図書館員としての力量を身につける絶好の機会であるというべきである。

そして、こうした機会ごとに、展示図録とまで言わないにしても、簡単な資料一覧などでも作成したり、それを図書館報に掲載しておけば、広報として有効であるばかりでなく、自館作成の補助ツールズとしても有用なものとなる。

コレクションの評価

  一般的にコレクションの評価については、所蔵冊数や年間増加資料数などの統計、各種の基準、販売書誌や選定図書などチェックリストによるもの、利用や資料入手に関する方法、専門家に依頼しての分野ごとにチェック等々、さまざまにあるわけだが、どれしも決定的というわけではない。地域ごとに条件は異なり、さらに、図書館ごとに独自のサービス基準や集書方針を持っていて、コレクションを一概に評価することはできない。

  こうしたコレクションの評価方法を有効に用いながら活動を展開していくことは当然であるが、やはり、図書館のコレクションというのは、カウンターでの応対からのフィードバックを含めた、日々営々とした資料の蓄積以外にはないであろう。そのために、出版情報への細心の目配りや、コレクションを形成していると意識化しながら資料の選択をおこなっていくこと、このことに尽きるのではないかと思う。

  そして、特殊コレクションの評価についても、それは同じことが言えるであろう。収集と蓄積、さらにその資料が有効に利用されるよう、図書館としても、さまざまな方法でそれら資料を活用しながら広報につとめていかねばならない。

  このように、図書館全体の資料群としてのコレクションであっても、また主題や収集経緯を持った特殊コレクションであっても、こうしたコレクションを形成し維持･発展させていくということは、地道な活動であり、大層手間のかかる作業ではある。近年、図書館が、文書や古典籍などを扱いかねて他の機関に移管したりする例もあるようである。それら資料が利用者に公開され、目録情報も整備されて、資料が有効に利用されるのであればそれもいいだろう。しかしながら、移管されて例えば博物館や資料館などは、公共図書館の公開性とくらべてまだまだ閉鎖的なままにとどまっているというのが実情ではないだろうか。

そしてまた、地域の図書館や図書館員にとっても、こうした「特殊」「特別」な資料に触れ、それらを整理･整備し活用しつつコレクションを形成していく、という営為は、最近ますますやせ細ってきた感のある図書館員の力量を発揮するための、絶好の機会であるといってもよいのではないかと考えている。

